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送の研究が活発化している。共鳴型は、2007 年 6 月
に Science Express に掲載されたマサチューセッツ工
科大学の技術がオリジナルである1）。同大学は 9.9MHz
で電力回路を共鳴させて、2m 離れた直径 60cm のコ
イル間で 40％の伝送効率で送電するデモを発表し、
60Wの電球を点灯させて見せた（図表 1）。その後、
Intel 社が 2008 年に送電のデモを行い、Qualcomm 社
は 2009 年にワイヤレス充電のデモを行うなど、実証実
験が続いていた。日本でも実証実験が行われ、2010


































1）　A.Kurs, et al. “Wiress Power Transfer via Strongly Coupled Magnetic Resonances” Science Express, Vol.317, 
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